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１ 

平成１９年９月に策定・公表いたしました「地域密着型金融推進計画」に係る進捗状況（２０年３月まで）について公表いたしま

す。 
地域密着型金融につきましては、平成１５年度より各２年間二次に亘り、各々「集中改善期間」、「重点強化期間」とする推進計画

を展開し、平成１９年度からは恒久的な取り組みとして推進しているものです。 
地域密着型金融への取組みすなわち地域に密着した長期間にわたる取引関係に基づく金融取引を強化し、中小企業の再生と

地域経済の活性化に資するための取組みは、まさしく当金庫の基本方針「富山信用金庫は信頼され親しまれる金融機関として郷

土の繁栄と中小企業の発展に奉仕する」の遂行に他ならないものと考えております。 

平成１９年度におきましては、各々の施策について過去の二次に亘る計画の推進を通したノウハウの蓄積や反省点を踏まえ、地

域に密着した長期間にわたる取引関係に基づく金融取引を強化し、中小企業の再生と地域経済の活性化に資するべく、富山信用

金庫全組織を上げ本計画を遂行し、概ね計画通りの進捗となりました。 

しかしながら、地域内の経済環境・お客さまの評価等を踏まえると、なお改善の余地を残しており、これまで整備してきた態勢をよ

り強化・充実させるとともに、蓄積してきたノウハウや研修等の成果をいかんなく発揮して将来を見据え一層の具体的成果を目指し

ていくことが重要であると考えております。 

 

 

 

 集中改善期間 

（平成１５、１６年度） 

Ⅰ.中小企業金融再生に向けた取組み 

Ⅱ.健全性確保・収益力向上等に向けた取組み

重点強化期間 

（平成１７、１８年度） 

１.事業再生・中小企業金融の円滑化 

２.経営力の強化 

３.地域の利用者の利便性向上 

ノウハウの蓄積

反省点 

恒久的取組み 

（平成１９年度～） 

１. ライフサイクルに応じた取引先企業の支援 

２. 事業価値を見極める融資手法をはじめ中小

企業に適した資金供給手法の徹底 

３. 地域の情報集積を活用した持続可能な地域

経済への貢献 

取組みの高度化 

態勢整備 

１．進捗状況の公表にあたって 
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項 目 目 標 計 数 平成２０年３月までの達成状況 

コラボ産学官富山支部の設立 会員数 １００名 会員数 １３１名 目標を達成しました 

経営改善支援取組み先 ４８先 ４８先 ４８先の経営改善支援に取り組みました 

財務諸表の精度が相対的に高い中小企業

に対する融資商品 
３０先 １５０百万円 ４３先 ３１４百万円 目標を達成しました 

スコアリングモデルを活用した融資商品 １５先  ５０百万円 ２８先  ８６百万円 目標を達成しました 

中小企業基盤整備機構・商工会議所との連

携による出前経営相談の実施 
年２回 １２店舗 年２回 １２店舗 年２回 １２店舗にて実施しました 

不良債権比率 ６％台 ６．９７％ 目標を達成しました 

 

２．目標とする計数の達成状況 
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 事業再生 

・中小企業再生支援協議会主導による再生計画策定を行いました 

 創業・新事業支援 

・社団法人中小企業診断協会富山県支部と「業務連携協力に関する覚書」を締結しました 

・全国で５番目となるコラボ産学官富山支部を設立しました 

・公的制度融資を含む支援資金の活用を推進しました 

 経営改善支援 

・富山地区で富山商工会議所、経営革新支援センターと連携、射水地区で中小企業基盤整備機構北陸支部と連携した

経営相談会を開催しました 

・「とみしんサクセスクラブ」で経営セミナーを２回開催しました 

・北陸地区１８信用金庫合同で、しんきんビジネスフェア「北陸ビジネス街道２００７」を開催しました 

・ベンチャー・リンク主催の「第２１回東京ビジネス・サミット２００７」に参加しました 

・東海地区信用金庫協会主催の「ビジネスフェア２００７」に参加しました 

・経営改善支援に取り組みました 

 事業承継 

・「北陸地区Ｍ＆Ａ業務情報交換会」に参加しました 

 

 

 担保・保証に過度に依存しない融資等への取組み 

・財務諸表の精度が相対的に高い中小企業に対する融資及びスコアリングモデルを活用した担保・保証に過度に依存し

３．大項目ごとの進捗状況 

１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 

２．事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 
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ない融資の推進を図りました 

・しんきんＭＥサポートを実行しました 

・シンジケートローンに取り組み、実行しました 

 企業の将来性、技術力を的確に評価できる能力等、人材育成への取組み 

・人材育成のため、北陸地区信用金庫協会・富山県新世紀産業機構・富山県中小企業家同友会・富山市新産業支援セ

ンター等の主催する研修会・セミナー等に参加しました 

・福祉医療施設への実地研修に参加しました 

 

 

 地域全体の活性化、持続的な成長を視野に入れた、同時的・一体的な「面」的再生への取組み 

・富山市が推進する街づくりを支援しています 

・富山市交通整備事業を支援しています 

・市街地再開発を支援しています 

・インターンシップを実施しました 

 地域活性化につながる多様なサービスの提供 

・しんきんビジネスフェアを合同で開催しました 

・地域の特性や利用者のニーズを踏まえたＰＦＩ事業・コミュニティビジネスやＮＰＯへの支援等に取り組みました 

・小学生を対象に「キッズ・マネースクール」を開催しました 

・相談能力の向上に取り組みました 

 

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 
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 検討内容等 進捗状況 

１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化 

事業再生 

・中小企業再生支援協議会の活

用 

・整理回収機構の企業再生スキ

ームの活用 

・信用保証制度の適切な活用も

踏まえたＤＩＰファイナンスの活

用 

 

・企業再生支援事案への積極的な取組み 

・再生支援実績があれば事例についての情報を開示 

 

 

 

 

 

・富山県中小企業再生支援協議会に随時訪問して情報交換を行って

います。 

・富山県中小企業再生支援協議会主導で当金庫と他金融機関（信

金・都市銀行）による協調融資で整理回収機構（ＲＣＣ）からの債権

の買取による企業再生に取組んでおります。 

・中小企業再生支援協議会主導による再生計画策定先１先、取組ん

でおります。 

創業支援・新事業支援 

・中小企業基盤整備機構のファ

ンドをはじめとする業務提携

（業務提携済み） 

・産学官・金のコラボ産学官富山

支部の設立 

・経済産業省の推進する技術評

価等と連携 

・とみしん創業支援資金の活用 

 

・公的機関との業務連携、協力の取組み 

・地方の大学と中小企業、行政との橋渡しを目指す産学官連携

の取組み 

 

 

 

 

・社団法人・中小企業診断協会富山県支部と 20 年 1 月 21 日に「業務

連携協力に関する覚書」を締結しました。 

・全国で 5 番目となるコラボ産学官富山支部を 20 年 3 月 10 日に 131

名の会員数で設立しました。設立総会には、会員企業と教育研究機

関から約 170 名の出席がありました。 

・創業・新事業支援については、公的制度を含む融資を 30 先 163 百

万円実行しました。（内、とみしん創業支援資金 5 先 17 百万円） 

 

経営改善支援 

・商工会議所が実施している相

続制度・支援制度の活用 

・情報機能やネットワークを活用

したビジネスフェアの開催 

・国・地方公共団体との連携によ

る中小企業施策の活用 

 

・富山商工会議所、中小企業基盤整備機構と連携して経営相

談の開催 

・ビジネスマッチング支援策として情報提供機能、「とみしんサク

セスクラブ」の一層の強化 

・営業店と連携し、要注意先債権等の健全債権化等に向けた取

組みの強化 

 

 

・出前経営相談を 9 月に 4 日間、2 月に 4 日間実施しました。 

・「とみしんサクセスクラブ」で経営セミナーを開催、「勝つためのリー

ダーシップ」に 80 名余りの参加がありました。（8 月 7 日） 

・「とみしんサクセスクラブ」で経営セミナーを開催「歴史の変革期にお

けるリーダーシップ」に 70 名余りの参加がありました。（3 月 7 日） 

・北陸地区信用金庫協会主催による、しんきんビジネスフェア「北陸ビ

ジネス街道 2007」に取引先企業 23 社が出展し、店舗長他 40 名余り

が参加しました。（9 月 19 日） 

・ベンチャー・リンク主催による、「第21回東京ビジネス・サミット2007」

に取引先企業 3 社が出展し、店舗長 1 名、営業推進部より 1 名が参

４．個別の項目ごとの進捗状況 



 6

 検討内容等 進捗状況 

加しました。（10 月 22 日～23 日） 

・東海地区信用金庫協会主催による、「ビジネスフェア 2007」に取引

先企業 3 社が出展し、営業推進部より 1 名が参加しました。（11 月 7

日） 

・経営改善支援の取組先を 48 先選定し、ランアツプに取組み７先をラ

ンクアップしました。 

事業承継 

・相続対策コンサルティングやＭ

＆Ａの仲介 

 

・取引先企業に信金キャピタル㈱のＭ＆Ａ情報を提供し、信金

キャピタル㈱他 3 社と連携し、Ｍ＆Ａ業務の取組み 

 

・Ｍ＆Ａの案件はありませんでしたが、今後とも信金キャピタル㈱他 3

社との連携を図り積極的に取組みます。 

・「北陸地区Ｍ＆Ａ業務情報交換会」に経営相談担当 2 名が参加しま

した。 

２．事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

 目利き能力の向上 

・取引先企業への実地研修の実

施 

・融資渉外者の研修（中小公庫と

の業務提携による講師派遣） 

・外部研修への派遣と復講の実

施 

 

・事業再生・中小企業金融の円滑化に向けた人材の育成 

・外部研修（全国信用金庫協会、北陸地区信用金庫協会、富山

県信用金庫協会等）への積極的な参加 

・「目利き力養成」のため各種セミナー等への参加 

・「目利き力養成」のため取引先企業にて実地研修の実施 

 

 

・北陸地区信用金庫協会主催の研修（企業ランクアップ講座）に店舗

長 4 名が参加しました。（10 月 16 日～18 日・11 月 13 日～15 日） 

・融資担当者を対象に「企業分析及び審査手法等」について、中小公

庫より講師を招き研修会を開催しました。（11 月 20 日） 

・富山県中小企業家同友会が主催する（共催・富山大学）「経営研究 

フォーラム」に店舗長 2 名・役員 1 名が参加しました。（11 月 17 日） 

・富山県新世紀産業機構が主催する「とやま産学官交流会 2007」に

店舗長 7 名・役員 1 名が参加しました。（11 月 21 日） 

・富山市新産業支援センターが主催する「起業家セミナー」に参加し

ました。 

① 「事例に学ぶ産学官連携による新商品開発について」に店舗長 3

名、経営相談担当 3 名が参加しました。（12 月 13 日） 

② 「利益を生む営業活動」に店舗長 4 名、経営相談担当 2 名が参加

しました。（1 月 22 日） 

③ 「起業の心得・成功への道のり」に店舗長 4 名、代理 1 名、経営相

談担当 2 名が参加しました。（2 月 13 日） 

・店舗長 6 名を 2 班に分けて審査トレーニーを実施しました。（1 月 15

日～18 日・2 月 5 日～8 日） 

・福祉医療施設への実地研修に（2 日）業種別担当者が 1 名参加しま

した。（2 月 13 日・19 日） 
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 検討内容等 進捗状況 

・中小企業診断協会富山県支部主催の「関係団体懇話会」に審査部

長が参加しました。 

・中部経済産業局・中小企業基盤整備機構北陸支部が主催する「地

域資源活用シンポジウムｉｎ北陸」に店舗長 2 名、経営相談担当 2 名

が参加しました。 

・中小企業基盤整備機構北陸支部が主催する「株式公開サポートセ

ミナー2008ｉｎ富山」に店舗長 4 名が参加しました。 

財務諸表の精度が相対的に高

い中小企業に対する融資商品の

推進 

・「とみしんＴＫＣ経営者ローン」「とみしん税理士会ローン」の取

組み 

・財務諸表の精度が相対的に高い中小企業に対する融資商品「とみ

しんＴＫＣローン」「とみしん税理士会ローン」等の取組みは、43 先

314 百万円実行いたしました。 

動産・債権譲渡担保融資の実施 ・信金中金のスキームを活用した「しんきんＭＥサポート」の取

組み 

・動産担保融資に取組み、「しんきんＭＥサポート」を 1 先 8 百万円実

行いたしました。 

各種ファンドの活用（コラボ産学

官・新世紀産業機構のファンド） 

・コラボ産学官ファンド及び新世紀産業機構ファンドの活用 ・事案について取り組んでいますが、成約までにはいたっておりませ

ん。今後、引き続き事案について積極的に取り組みます。 

ＣＬＯの活用 ・中小企業金融公庫のスキームを活用した「とみしんＣＬＯ」取組

み 

・「とみしんＣＬＯ」は、17 年度に44 先 580 百万円、18 年度に 36 先 580

百万円を実行しております。19 年度の実績はありませんが、20 年度

に取組みを検討しております。 

シンジケートローンの活用 ・財務制限条項を活用した商品（シンジケートローン）の積極的

な取組み 

・財務制限条項を活用した商品「シンジケートローン」等の取組みは、

3 先 1,080 百万円実行いたしました。 

介護業を専門とする審査担当者

の育成 

・「目利き力養成」のため取引先企業にて実地研修の実施 ・福祉医療施設へ実地研修に2日間1名を派遣しました。（2月13日・

19 日） 

中小企業基盤整備機構・商工会

議所との連携による出前経営相

談の実施 

・中小企業基盤整備機構北陸支部及び富山商工会議所・経営

革新支援センターとの連携による出前経営相談会の開催 

・経営相談会を富山地区 4 店舗、射水地区 2 店舗で開催し 24 件の相

談がありました。（9 月 11 日～14 日の 4 日間） 

・経営相談会を富山地区 4 店舗、射水地区 2 店舗で開催し 24 件の相

談がありました。（2 月 7 日・8 日・14 日・15 日の 4 日間） 

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

富山市が推進する街づくりに対

する支援（役員の派遣等） 

・㈱まちづくりとやま（賑わいづくりイベント、行事他）に出資及び役員

の派遣をしています。 

富山市交通整備事業に対する支

援（出資） 

・富山ライトレール㈱に出資し継続的に支援を行っています。 

 

市中心街活性化事業に対する

支援（出資・融資） 

・街再生施策に係る支援で、㈱まちづくりとやま、富山ライトレー

ル㈱、総曲輪通り南地区市街地再開発等への継続的な支援 

・総曲輪通り南地区市街地再開発に出資及び融資を通じ、継続的な

支援を行っています。 
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 検討内容等 進捗状況 

中小企業再生支援協議会の活

用 

・富山県中小企業再生支援協議会の積極的な活用 ・富山県中小企業再生支援協議会に随時訪問して情報交換を行って

います。 

情報機能やネットワークを活用し

たビジネスフェアの開催 

・取引先企業に「ビジネスマッチング情報」等の経営情報の提供 ・北陸地区信用金庫協会主催による、しんきんビジネスフェア「北陸ビ

ジネス街道 2007」を開催し（9 月 19 日）、当金庫取引先企業 23 社が

参加しました。 

国・地方公共団体との連携によ

る中小企業施策の活用 

・各種広報の取組み ・中部産業局・中小企業庁等関係団体の施策の広報に努めておりま

す。 

商工会議所等の実施する行事

への支援・協力（富山市ヤングカ

ンパニー賞審査員の派遣、イン

ターンシップ研修生の受け入れ） 

 ・富山市ヤングカンパニー賞の審査員を派遣しています。 

・高校生・大学生を対象としたインターンシップを実施致しました。3 月

3 日～7 日の 5 日間、高校生 4 名、大学生１名が参加しました。 

次代を担う若い世代への金融知

識の普及 

 ・小学生向けの金融教育「キッズマネースクール」を開催致しました。 

・小学校新 5 年生・6 年生が対象で、3 月 25 日丸の内支店 29 名、3

月 26 日太閤山支店 33 名の参加がありました。 

コミュニティ・ビジネスやＮＰＯへ

の支援（ＮＰＯローン） 

・ＮＰＯ法人向けの融資商品創設と推進 ・平成 18 年 9 月「とみしんＮＰＯローン」創設。 

・18 年度・4 先 8 百万円、19 年度・1 先 2 百万円を実行いたしました。 

ＰＦＩ事業への取組み ・信金中央金庫と連携してＰＦＩ事業への積極的な取組み ・信金中央金庫と連携し、富山市 3 小学校（中央小学校）ＰＦＩ事業で 1

月 7 日、100 百万円実行いたしました。 

融資コンサルタント研修への職

員の派遣 

・中小公庫と連携した研修の取組み ・中小公庫より講師を招いた研修会で「情報提供（コンサル）業務につ

いて」の研修も実施しました。（11 月 20 日） 

多重債務者問題に対応できる職

員の育成 

 ・富山県消費生活センターの協力を得て育成を検討していきます。 

 



 9

 

 
 

   

期初 

債務者数 

うち 

経 営 改 善

支 援 取 組

み先 

αのうち期
末 に 債 務
者区分がラ
ン ク ア ッ プ
した先数 

αのうち期
末 に 債 務
者 区 分 が
変化しなか
った先数 

αのうち再
生 計 画 を
策定した先
数 

 

経 営 改 善

支 援 取 組

み率 

 

ラ ン ク ア ッ

プ率 

 

再 生 計 画

策定率 

 

Ａ α β γ θ α/Ａ β/α θ/α 

正 常 先 ① ３，０１７ ０  ０ ０ 0.0%  0.0% 

うちその他 要 注 意 先 ② ３１６ ４４ ７ ３４ １ 13.9% 15.9% 2.3% 要
注
意
先 う ち 要 管 理 先 ③ ５８ ２ ０ ２ ０ 3.4% 0.0% 0.0% 

破 綻 懸 念 先 ④ １０１ ２ ０ ２ ０ 2.0% 0.0% 0.0% 

実 質 破 綻 先 ⑤ ６１ ０ ０ ０ ０ 0.0% 0.0% 0.0% 

破 綻 先 ⑥ ２７ ０ ０ ０ ０ 0.0% 0.0% 0.0% 

 小 計（②～⑥の計） ５６３ ４８ ７ ３８ １ 8.5% 14.6% 2.1% 

合 計 ３，５８０ ４８ ７ ３８ １ 1.3% 14.6% 2.1% 

注） ・期初債務者数及び債務者区分は１９年４月当初時点で整理してあります。 
・債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含んでいません。 
・βには、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先を記載してあります。 
 なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はαに含めるもののβに含めていません。 
・期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβに含めてあります。 
・期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が期初の債務者区分と
異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理してあります。 

・期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めていません。 
・γには、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載してあります。 
・みなし正常先については正常先の債務者数に計上してあります。 

５．経営改善支援の取組み実績 



 10

 

 

 

平成１９年度中実績 
融 資 項 目 

件  数 金額（百万円） 

創業・新事業支援融資 ３０ １６３ 

個人保証・不動産担保に過度に依存しない融資   

 財務諸表の精度が相対的に高い中小企業に対する融資 ４３ ３１４ 

 スコアリングモデルを活用した融資 ２８ ８６ 

 動産・債権譲渡担保融資 １ ８ 

 財務制限条項活用融資 ３ １，０８０ 

 ＮＰＯ融資 １ ２ 

 

 

 

 

６．創業・新事業支援融資及び個人保証・不動産担保に過度に依存しない融資実績 


